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手話で話そう !�

忘れる

※手話動作説明/一般財団法人全日本ろうあ連盟発行
　『わたしたちの手話　学習辞典Ⅰ』より転載

旧以西小学校　～イチョウの絨毯～

こめかみの脇から右手拳を上げながら
５指を開く

今月の職員
総務課

山平　優加

今月の表紙写真
　秋季全国火災予防運動の一環として琴浦町消
防団による保育園訪問が行われました。
　園児たちは消防車に興味津々で、消防団員た
ちにいろいろ質問をしていました。この中から
未来の消防団員が誕生するかもしれませんね。
（しらとりこども園訪問の様子）



生徒代表挨拶をする生田さん

10月27日
入学式・第1回授業

スナップ

竹歳校長の特別授業

生徒玄関での地域の野菜販売
「じげもん屋」も大人気

司会は協力隊の久和隊員

小学校のように入学式は体育館で

グループでの自己紹介も賑やかに

足立教頭による閉会挨拶

　とっとり琴浦熱中小学校は毎月１回、
第４土曜日の午後に授業を行います。
　次回は12月22日、社会と理科の授業
を予定しています。
　また、来年４月からの第２期生募集に
向けて、２月にオープンスクールを開催
予定です。今後、町報やホームページな
どでお知らせしていきます。

問合せ先：とっとり琴浦熱中小学校事務
局（企画情報課内） 52-1708 山田先生の家庭科の授業

　

と
っ
と
り
琴
浦
熱
中
小
学
校

が
10
月
27
日
に
開
校
し
、
旧
以

西
小
学
校
で
入
学
式
と
第
1
回

目
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
期
生
１
０
０
人
の
う
ち

85
人
が
出
席
し
、
竹
歳
誠
校
長

の
挨
拶
や
来
賓
祝
辞
の
ほ
か
、

生
徒
を
代
表
し
て
生
田
久
美
さ

ん
（
日
吉
津
村
在
住
・
琴
浦
町

出
身
）
が
「
大
人
に
な
っ
た
今
、

7
歳
の
目
で
新
し
い
世
界
を
表

現
し
て
い
く
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
る
。
半
年
後
に
自
分
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
楽
し
み

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

式
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
自
己
紹
介
や
半
年
間
の

目
標
な
ど
を
発
表
し
あ
い
、
生

徒
同
士
の
交
流
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
第
1
回
目
の
授
業

を
行
い
、
1
時
間
目
は
特
別
授

業
と
し
て
竹
歳
校
長
が
、
現
在

の
県
立
鳥
取
中
央
育
英
高
校
の

前
身
と
な
る
「
育
英
中
学
校
」

を
創
設
し
た
曽
祖
父
の
豊
田
太

蔵
氏
の
話
や
、
地
方
の
発
展
に

は
人
材
育
成
が
重
要
と
説
き
ま

し
た
。

　

2
時
間
目
の
家
庭
科
で
は
、

料
理
家
の
山
田
玲
子
先
生
が
、

食
の
大
切
さ
や
「
と
っ
と
り
琴

浦
グ
ラ
ン
サ
ー
モ
ン
」
を
活
用

し
た
お
つ
ま
み
レ
シ
ピ
を
提

案
、
試
食
を
交
え
た
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

琴浦サーモンを
使ったおにぎりと
おつまみを試食

とっとり琴浦熱中小学校開校！
旧以西小学校で第１期入学式を行いました

今月のイチオシニュースSpecial News



　

消
防
団
っ
て
何
？

　

消
防
団
は
、
消
防
署
と
共
に
火
災
や
災

害
へ
の
対
応
、
予
防
啓
発
活
動
を
行
う
、

消
防
組
織
法
（
昭
和
22
年
制
定
）
に
基
づ

い
た
組
織
で
す
。

　

消
防
署
と
消
防
団
は
何
が
違
う
の
？

　

消
防
署
は
24
時
間
体
制
で
常
勤
職
員
が

待
機
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
消
防

団
は
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
各
自
治
体
に

設
置
さ
れ
た
消
防
機
関
で
、
団
員
は
会
社

員
や
自
営
業
者
な
ど
が
緊
急
時
に
は
町
の

守
り
人
と
し
て
消
火
や
水
防
・
救
助
・
捜

索
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

琴
浦
町
消
防
団
員
の
処
遇

　

消
防
団
員
は
非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公

務
員
で
す
。

▼�

手
当
の
支
給
…
災
害
や
訓
練
に
出
動
し

た
場
合
は
出
動
手
当
な
ど
を
支
給

▼�

公
務
災
害
補
償
…
消
防
団
活
動
で
死
亡

し
た
り
、
病
気
ま
た
は
負
傷
し
た
場
合

は
本
人
や
遺
族
に
対
し
て
補
償
あ
り

▼�

退
職
報
奨
金
の
支
給
…
一
定
期
間
以
上

勤
務
し
退
団
し
た
と
き
に
支
給

▼�
服
飾
の
貸
与
…
活
動
服
や
長
靴
な
ど
の

被
服
の
貸
与
あ
り

▼�

表
彰
制
度
…
団
員
の
士
気
の
高
揚
と
そ

の
苦
労
に
報
い
る
た
め
の
表
彰
制
度
あ

り

　

琴
浦
町
消
防
団
の
組
織

　

町
の
消
防
団
は
総
勢
１
６
１
人
。
地
域

ご
と
に
分
か
れ
た
10
の
分
団
と
女
性
班
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

命
を
守
る
　
地
域
の
力

琴
浦
町
消
防
団

　消防団をさかのぼると、江戸時代の「町火消」から始まり、明
治期に「消防組」へ、昭和に入り「警防団」、そして昭和22年に現
在の「消防団」という名称になりました。
　いつの時代も「自分たちのまちは自分たちで守る」という郷土
愛と助け合いの精神のもと、それぞれの任務にあたっています。

団員数161人
（H30.10現在）団長

（１名）

副団長
(６名)

第１～10分団
第１～10分団長
　 〃 　副分団長
　 〃 　団員

女性班
班長
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【
募
集
要
項
】

募
集
期
間　

随
時

募
集
人
数　

10
名
程
度

応
募
資
格

　

琴
浦
町
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
健

康
な
女
性

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
条
例
に
よ
り
入
団
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

・�

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
の
人
、
ま
た
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
ま
で
の
人

・�

６
カ
月
以
上
琴
浦
町
を
離
れ
て
生
活
す

る
こ
と
を
常
に
す
る
人

【
主
な
業
務
内
容
】

・�

町
民
に
対
す
る
防
災
に
関
す
る
広
報
活
動

・�

出
初
式
や
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
な
ど
、

消
防
団
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加

・
各
種
防
災
訓
練
へ
の
参
加

・�

災
害
発
生
時
に
お
け
る
救
護
活
動
や
関

係
団
体
と
の
連
絡
調
整
な
ど

【
処
遇
】

　

右
ペ
ー
ジ「
琴
浦
町
消
防
団
員
の
処
遇
」

の
と
お
り

　

問
合
せ
先　

総
務
課　

52
─

２
１
１
１

消
　
防
　
団
　
の
　
活
　
動

現場での活動

災害に備える活動

火災・地震…人命救助、消火活動、捜索活動など
風　水　害…危険箇所の警戒、住民の避難誘導、水防活動など
そ　の　他…行方不明者の捜索など

消火などの技術を競う操法大会

救急救命講座

保育園などでの防災教室 地域での実践訓練

広域で連携した訓練一斉放水

消
防
団
は
管
轄
す
る
地
域

ご
と
に
分
団
を
構
成
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
様
子
や
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
の
事
情
な
ど
を
知

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
災
害
の
際

に
即
時
に
対
応
で
き
る
組
織
と

し
て
活
躍
し
ま
す
。

消
防
団
員
の
相
棒
「
消
防
車
」

　
　
　

新
し
く
購
入
し
ま
し
た

　

今
年
9
月
、
約
20
年
経
過
し
た
第
10
分

団
（
以
西
地
区
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
更
新
し
ま
し
た
。

　

ハ
イ
ル
ー
フ
に
な
り
、
乗
り
降
り
や
車

内
で
の
着
替
え
が
し
や
す
く
な
り
、
団
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
真
空
ポ

ン
プ
が
1
基
か
ら

２
基
に
増
え
、
消

火
ま
で
の
時
間
の

短
縮
に
つ
な
が
り

ま
す
。 消

防
団
員
歴
49
年

消
防
団
長　

門
脇
正ま

さ
と人

さ
ん

　

我
々
、
消
防
の
任
務
は
あ
ら
ゆ
る

災
害
に
対
し
て
迅
速
、
的
確
に
対
処

し
、
地
域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
を
守
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
信
頼

さ
れ
る
消
防
人
と
し
て
、
さ
ら
に
精

進
を
重
ね
て
消
防
の
使
命
達
成
に
努

力
し
ま
す
。

女
性
消
防
団
員

を
募
集
し
ま
す

ことうら 2018. 125



　平成20年に自主防災
組織を立ち上げ、10年
にわたり地域防災に取り
組んでこられた港町和田
会長に話を聞きました。

港町自治会概要
48世帯、118人。
高齢化率　42.4％
沿岸部に位置し、津波と
土砂崩れにも警戒が必要
な地域となります。

避難場所・避難経
路・消火栓などを
写真で表示

琴
浦
町
自
主
防
災
組
織
結
成
促
進
補
助
金

《
概
要
》

・�

新
た
に
結
成
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
に
対

し
、
結
成
当
初
に
必
要
な
防
災
資
機
材
の

整
備
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
す
る
。

・
補
助
限
度
額
は
１
０
０
，０
０
０
円

※�

結
成
年
度
は
琴
浦
町
自
主
防
災
組
織
防

災
資
機
材
整
備
事
業
補
助
金
を
使
え
ま

せ
ん
（
31
年
度
で
終
了
）。

《
経
費
対
象
》

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
火
衣
、

ジ
ャ
ッ
キ
、
担
架
、
メ
ガ
ホ
ン
、
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
、
腕
章
、
活
動
服
な
ど

琴
浦
町
自
主
防
災
組
織
活
動
促
進
奨
励
金

《
概
要
》

　

防
災
訓
練
お
よ
び
研
修
会
を
年
２
回
以

上
実
施
し
た
自
主
防
災
組
織
に
対
し
て
年

度
１
回
奨
励
金
を
交
付
す
る
。

《
交
付
基
準
》

・
参
加
者
の
合
計
が
100
人
以
上

　
　

２
０
，０
０
０
円

・
参
加
者
の
合
計
が
100
人
未
満

　
　

１
０
，０
０
０
円

命
を
守
る
　
地
域
の
力

自
主
防
災
組
織
各
種
補
助
金

自
主
防
災
組
織

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、地
域
の
人
々
が
自
主
的
に
つ
く
る
、防
災
活

動
を
行
う
組
織
で
す
。
町
内
で
は
す
で
に
52
部
落
（
42
組
織
）
が
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
全
体
で
は
約
３
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

上
手
に
活
用

お
得
な
制
度

災害時に誰に助けられましたか？

消防などの
救助隊
約8,000人

家族や近所の人
約27,000人

上のグラフは阪神・淡路大震災に
おける救出の実態です。
　→　約８割が住民により救出

大災害直後の活動が明暗を分
けます！地域の力で救える命
があります。

組
織
体
制

　

年
ご
と
に
変
わ
ら
な
い
組
織

　

消
火
班
・
情
報
収
集
班
な
ど
５

班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
長

は
年
ご
と
に
交
代
す
る
こ
と
な

く
、
固
定
す
る
こ
と
で
継
続
性
、

団
結
性
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
班
長
は
日
中
、
家
に
い
る

人
を
選
び
、

い
つ
何
ど
き

で
も
動
け
る

組
織
体
制
に

し
ま
し
た
。

情
報
共
有

　

「
支
え
愛
マ
ッ
プ
」
で
一
目
瞭
然

　

独
居
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
色
分
け
し
た
手
作
り
の
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
各
世
帯
に
配
布
。
消
火
栓
や
避
難
所
の
位
置
、
避
難
経
路

を
住
民
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

▲支え愛マップ（各家庭に配布、公民館に掲示）
　�公民館にも大きく掲示してあり、集まるたび
に確認できるようになっている

▶�

自
主
防
災
組
織
図
、
緊
急

時
連
絡
先
が
誰
に
で
も
わ

か
る
よ
う
に
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す�

（
公
民
館
）

▲�

独
居
や
高
齢
者
世
帯
が

色
分
け
さ
れ
一
目
瞭
然

教えて！
自主防災組織
港町自主防災会編

H30.12.1 6

特集　消防・防災



防災備蓄倉庫の中身（一部）

琴
浦
町
自
主
防
災
組
織
防
災
資
機
材
整
備

事
業
補
助
金

《
対
象
・
補
助
率
》

　

防
災
資
機
材
の
整
備

に
要
す
る
経
費

　

補　

助　

率　

50
％

　

補
助
限
度
額　

５
０
，０
０
０
円

《
防
災
資
機
材
の
具
体
例
》

　

消
防
用
ホ
ー
ス
、そ
の
他
放
水
用
用
具
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
火
衣
、
ジ
ャ
ッ
キ
、
担

架
、リ
ヤ
カ
ー
、メ
ガ
ホ
ン
、ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
、
活
動
服
な
ど

鳥
取
県
自
主
防
災
組
織
活
動
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
（
無
料
）

　

県
内
の
自
主
防
災
活
動
の
促
進
を
図
る

た
め
、
専
門
的
や
地
域
で
自
主
防
災
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
人
な
ど
を
「
鳥
取

県
自
主
防
災
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し

て
登
録
。
地
域
で
開
催
さ
れ
る
防
災
研
修

会
や
防
災
訓
練
な
ど
で
講
演
、
助
言
な
ど

を
行
う
制
度
。

※
依
頼
料
は
無
料

問
合
せ
先　

総
務
課　

52
─

２
１
１
１

備
品
整
備

　

補
助
金
な
ど
を
上
手
に
活
用

　

県
や
町
な
ど
の
補
助
金
を
積
極
的

に
活
用
し
て
、
こ
こ
ま
で
そ
ろ
え
ま

し
た
。
公
民
館
が
あ
る
場
所
は
海
抜

が
低
い
た
め
、
津
波
に
備
え
て
避
難

場
所
に
設
定
し
て
い
る
、
小
高
い
場

所
に
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

備
蓄
倉
庫
の
中
に
は
、
食
糧
・
毛

布
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
簡
易
ト
イ
レ
・

担
架
な
ど
が
収
納
し
て
あ
り
ま
す
。

防
災
訓
練

　

年
に
１
度
は
実
践
的
な
訓
練
を

　

自
主
防
災
会
設
立
前
か
ら
、
県
や

町
の
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
実
践
的
な
訓
練
が
多
く
、

避
難
完
了
ま
で
に
、
誰
が
ど
の
く
ら
い

時
間
を
要
し
た
か
な
ど
細
か
く
把
握
し
、
問
題
の
洗
い

出
し
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
想
定
外
の
災
害
が
多

く
な
る
中
、
ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
、
そ
し
て
、

日
ご
ろ
か
ら
家
族
と
話
し
合
い
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
す
。

▶区長で自主防災会
　会長の和田實

みのる

さん

発電機とライト

リヤカー

拡声器

避難訓練（リヤカー使用）

救急救命訓練

消火訓練

町と連携した避難訓練

避難のために設置した階段
を使った避難訓練

簡易トイレセット

救急セット

ヘルメット
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　「福井しあわせ元気国体2018」が、９月29日から10月９日まで福井県ほかで開催されました。選手の皆
さんは、日ごろの練習の成果を発揮し、大奮闘でした。これからの活躍も期待しています。３位までに入賞
した人は次のとおりです。

　優秀経営農林水産業者等表彰式が10月10日に知事
公邸で行われ、経営が特に優秀な農業者・集落営農組
織や農林水産業の発展に大きく貢献された人、今後の
活躍が期待される若手農業者などが、県知事から表彰
されました。
　受賞者は次のとおりです。
【優秀経営農林水産業者】財賀敏昭さん（佐崎）【農
林水産業功労者】川上　肇さん（下大江）【優秀集落
営農組織】農事組合法人別宮営農組合【未来を担う青
年農林水産業者】上

かみ

向
むき

信之さん（分乗寺）【いきいき
農林水産業組織】琴浦ブロッコリー青年部

　11月11日（日）に琴浦町山川の船上山ダム湖畔に
て、日本水産株式会社（ニッスイ）とグループ企業の
弓ヶ浜水産、共和水産が、森林保全活動の一環として
「おさかなをはぐくむ湧

ゆう

水
すい

と海を守る森」の活動をス
タートしました。活動には約100人が参加し、午前は
植樹と自然散策を行い、午後は弓ヶ浜水産の採卵場を
見学しました。
　この活動は、鳥取県、ニッスイ、琴浦町が協定を結
び、ニッスイグループのCSR（社会貢献）活動の一
環として取り組まれるものです。今後も、植樹した場
所の下草刈りなどの活動が行なわれる予定です。

鍜治木選手優勝、小椋選手・前田選手準優勝

農林水産業の発展に大きく貢献
知事表彰を受賞

「ニッスイ共生の森」

レスリング　成年男子グレコローマン
スタイル77キロ級　準優勝

前田祐也さん
（向原・鳥取中央育英高校職員）

成年男子400ｍハードル優勝
鍜治木　崚さん
（上伊勢・住友電工）

成年男子やり投げ　準優勝
小椋健司さん

（大父木地・日本体育施設）
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一般会計　443,213 千円増額 （H30.11.16 議決）

▼一般会計の主な事業内容

まちの予算はどうなった？ 11月補正予算

　健康増進取り組みを支える総合体育館トレーニングルームに谷川アスレティックトレーナーが就任して、半
年が経過しました。
　トレーニングルーム利用は昨年の約1.5倍のペースで進み、大変好評をいただいています。
　そこでこのたび、複合トレーニングマシンをはじめとしたトレーニング機器に加え、危険性が指摘されてい
たトレーニング機器を更新します。新しい機器が導入され次第、町ホームページなどでお知らせしますので、
町民の皆さん、ぜひご利用ください。
　目指せ健康寿命日本一！

事業名 補正額 内　　容

①小・中学校空調設備整備事業 +399,795千円 小中学校空調設備整備にかかる設計委託料および工事請負費

②運動習慣定着促進事業 +2,523千円 東伯総合公園トレーニングルームの運動機器更新経費

③災害復旧事業 +40,764千円 台風24号における災害復旧対策にかかる追加経費

小・中学校の空調設備を順次整備していきます！

総合体育館トレーニングルームの運動機器を一部リニューアルします！

　国は災害ともいえる今年の猛暑を受け、児童生徒などに健康被害を及ぼさないよう、熱中症対策として学校
への空調設備を整備する新たな補助制度として、「ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金」を創設しました。
　町では、この特例交付金事業を活用して、来年夏までに全小中学校の空調設備を設置するよう事業を進めま
す。
○小学校
　工事関係予算を計上し、入札準備をしています。
　１工区（浦安小、聖郷小、八橋小）　工事請負費　235,332千円、工事監理費　6,038千円
　２工区（赤碕小、船上小）　　　　　工事請負費　149,580千円、工事監理費　4,093千円
○中学校
　　昨年度行った設計内容を修正・追加するための予算を計上しました。
　　詳細設計委託費　4,752千円
　工事費については12月定例会に予算計上する予定です。
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支
援
し
ま
す

地
域
の
除
雪
活
動 

─
地
域
除
雪
活
動
支
援
事
業
補
助
金
─

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

も
う
す
ぐ
雪
の
降
る
季
節
で
す
。
降
雪

や
積
雪
は
、
渋
滞
や
事
故
な
ど
、
道
路
交

通
に
大
き
な
支
障
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
も
道
路
の
除
雪
を
行
い
、
安
全
な

交
通
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

も
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

注
意
と
お
願
い

▼�

路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

▼�

除
雪
の
妨
げ
に
な
る
物
を
、
道
路
に

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼�

木
の
枝
や
竹
な
ど
に
雪
が
積
も
っ
て

道
路
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
切
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼�

除
雪
車
が
入
れ
な
い
道
路
（
消
火
栓

周
辺
や
狭
い
道
、
通
学
路
・
水
路
）

な
ど
は
地
元
で
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。

▼�

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
家
の
出
入
り

口
を
雪
で
ふ
さ
い
で
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
各
家
庭
で
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼�

除
雪
に
よ
っ
て
水
路
が
せ
き
止
め
ら

れ
た
と
き
は
、
地
元
で
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

※�

豪
雪
時
や
急
な
降
雪
の
場
合
な
ど
は
、

主
要
幹
線
道
路
か
ら
優
先
し
て
除
雪
を

行
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

注
意
報
・
警
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
、
大

雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
不
要
不
急
の

外
出
は
控
え
る
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

建
設
課　

55
─

７
８
０
４

　

積
雪
時
、
地
域
で
生
活
道
路
の
通
行
確

保
の
た
め
、
自
主
的
に
行
う
除
雪
活
動
に

つ
い
て
、
か
か
る
費
用
の
一
部
を
支
援
し

ま
す
。

○
補
助
対
象

　

町
内
の
部
落
（
自
治
会
）

○
対
象
と
な
る
活
動
内
容

　

�

10
セ
ン
チ
以
上
の
降
雪
が
あ
っ
た
際
、

対
象
者
が
自
主
的
に
行
う
生
活
道
路
の

除
雪
活
動
（
政
治
的
ま
た
は
宗
教
的
施

設
の
除
雪
作
業
の
ほ
か
、
国
・
県
・
町

か
ら
本
補
助
金
以
外
の
補
助
金
を
受
け

て
実
施
す
る
除
雪
作
業
は
対
象
外
）

○
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
費
の
２
／
３

　

上
限
5
万
円

問
合
せ
先 

　

建
設
課　

55
─

７
８
０
４

雪が
降ります

道に車や物が
あると除雪が
できないよ～

経費種別 補 助 対 象

消耗品費 ・除雪用機械の消耗部品（個人から借上した機械含む）

修繕費
・除雪用機械の修繕費
（補助対象者が所有する機械のほか、個人から借上した機械含む）

燃料費 ・除雪用機械のほか、排雪に使用する車両の燃料費

委託料
・業者に除雪・排雪を依頼した場合の委託料
（単に住民が除雪・排雪の作業にあたった場合の労務費は対象外）

使用料および
賃借料

・除雪用具の借上料
・除雪用機械のほか、排雪に使用する車両の借上料
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水
道
管
に
も
冬
支
度
を
！

12
月
は
下
水
道
受
益
者
負
担
金

（
分
担
金
）
の
納
付
月
で
す

税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
！

個
人
県
民
税
の
納
付
率
が
上
昇

　
　
　
　
　

知
事
か
ら
感
謝
状

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
は

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
前
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
を
凍
結
か
ら
守
る

　

外
に
あ
る
水
道
管
は
も
ち
ろ
ん
屋
内
の

ト
イ
レ
や
洗
面
台
な
ど
の
水
道
管
も
凍

結
・
破
裂
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
す
。

左
の
図
の
よ
う
に
水
道
管
に
布
を
巻
き
つ

け
る
な
ど
し
て
凍
結
対
策
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

も
し
、
凍
っ
て
水
が
で
な
い
と
き
は

　

凍
っ
た
蛇
口
を
無
理
に
回
す
と
、
パ
ッ

キ
ン
が
破
れ
て
水
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま

す
。

　

水
が
出
な
い
と
き
に
は
、
凍
っ
た
部
分

に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

◦
ぬ
る
ま
湯

　

×
熱
湯

水
の
出
し
放
し
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

特
に
冷
え
込
む
夜
は
、
凍
結
防
止
の
た

め
、
水
を
出
し
放
し
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
水
不
足
を
招
き
ま
す
の

で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
下
水
道
工
事
な
ど
に
伴
い
仮

設
管
使
用
の
場
合
は
凍
結
の
恐
れ
が
高
い

た
め
、
水
を
少
し
ず
つ
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　

す
ぐ
に
止
水
栓
を
閉
め
、
琴
浦
町
水
道

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

上
下
水
道
課　

55
─

７
８
０
６

　

下
水
道
は
道
路
や
公
園
な
ど
と
違

い
、
利
益
を
受
け
る
人
や
地
域
が
限
定

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
下
水
道
の
整

備
に
よ
っ
て
直
接
利
益
を
受
け
る
人
に

建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
の
告
示
が
さ
れ
下
水
道
に

接
続
が
可
能
に
な
っ
た
区
域
に
あ
る
建

物
の
所
有
者
（
建
物
が
な
い
場
合
は
土

地
の
所
有
者
）
に
受
益
者
負
担
金
（
分

担
金
）
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宅

内
排
水
設
備
工
事
が
ま
だ
の
人
も
、
告

示
さ
れ
た
年
か
ら
の
納
付
に
な
り
ま

す
。

金　

額　

１
戸
あ
た
り
29
万
円

※�

事
業
所
な
ど
は
従
業
員
、
収
容
人
数

な
ど
に
よ
り
算
定

納�

付
方
法　

５
年
分
割
ま
た
は
全
期
前

納
、
２
期
目
前
納

※
前
納
の
場
合
は
報
奨
金
制
度
あ
り

納
付
場
所　

金
融
機
関
ま
た
は
役
場

納
付
期
限　

毎
年
12
月

※�
平
成
30
年
度
分
の
納
付
期
限
は
12
月

25
日
（
火
）
で
す

問
合
せ
先

　

上
下
水
道
課　

55
─

７
８
０
７

　

琴
浦
町
の
個
人
県
民
税
の
納
付
に
お

い
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
6
年
連
続
、
納
付
率
が
前
年
度
を

上
回
り
、
鳥
取
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
納
め
る
税
金
は
、
県
、
市

町
村
が
活
動
す
る
た
め
大
切
な
財
源
で

あ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
納
期
内
の
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

税
務
課　

52
─

１
７
０
２

こたつ
の次は…

信田中部県税事務所長（左）、小松町長（中央）、
大田税務課長（右）
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
度
児
童
募
集

外
遊
び
で
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
！

み
ん
な
の　
　
　
　
　
　

応
援
し
ま
す

～
ア
ク
テ
ィ
ブ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
～

　

遊
具
広
場
「
ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ
ば
」
開
設

に
続
い
て
、
町
で
は
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
」（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」）
を
総
合

体
育
館
内
に
設
置
、
健
康
寿
命
延
伸
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
外
遊
び
を
通
じ
て
い
き
い
き
長
生
き

〝
プ
レ
ー
パ
ー
ク
ど
ん
ぐ
り
〟

　

ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ホ
の
普
及
な
ど
に
よ

り
子
ど
も
の
外
遊
び
が
減
少
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
工
夫
す
る
力
が
育
ち

に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
「
自
分
の
責
任
で
自
由

に
遊
ぶ
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
、
子
ど
も
た
ち

が
主
役
の
外
遊
び
場
「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
ど

ん
ぐ
り
」
を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
。

東
伯
総
合
公
園
の
自
然
や
遊
具
な
ど
充
実

し
た
環
境
で
外

遊
び
を
存
分
に

楽
し
み
、
運
動

習
慣
定
着
に
つ

な
が
る
印
象
深

い
体
験
機
会
づ

く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

〇
高
齢
者
の
企
画
で

　

プ
レ
ー
パ
ー

ク
の
取
り
組
み

に
は
高
齢
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
子
ど
も
と

遊
び
隊
」
の
皆

さ
ん
が
企
画
か

ら
参
画
し
て
大

活
躍
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
と
人
生

の
先
輩
の
知
恵
で
活
動
が
よ
り
広
が
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

知
的
好
奇
心
は
健
康
寿
命
延
伸
の
カ
ギ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
外
遊
び
で
ワ
ク
ワ

ク
す
る
こ
と
は
健
康
寿
命
に
は
も
ち
ろ

ん
、
心
に
残
る
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も
の

ふ
る
さ
と
愛
が
育
つ
こ
と
に
も
プ
ラ
ス
の

影
響
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
と
遊
び
隊
員
を
大
募
集
中

　

一
緒
に
外
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！　

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

※�

プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
日
程
は
お
知
ら
せ
カ

レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

合
せ
先　
ア
ク
テ
ィ
ブ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
体
育
館
内
）

52
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２
０
４
７

　

来
年
４
月
か
ら
の
、
町
立
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
申
し
込
み
を
、
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
就
労
な
ど
に

よ
り
保
護
者
な
ど
が
不
在
と
な
る
家
庭
の

た
め
に
実
施
す
る
子
育
て
支
援
の
１
つ

で
、
小
学
生
の
お
子
さ
ん
の
健
全
な
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
し
て
い
る
施

設
で
す
。

対
象
児
童

　

町
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童
で
下
校
時

に
、
保
護
者
や
同
居
の
人
が
就
労
な
ど
に

よ
り
不
在
と
な
る
家
庭
の
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
児
童

※�

希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
低

学
年
お
よ
び
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童

を
優
先
と
し
、保
護
者
な
ど
の
勤
務
時
間

や
家
庭
状
況
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

※�

年
度
途
中
の
利
用
申
込
み
は
、
定
員
と

利
用
児
童
の
状
況
に
よ
り
、
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

月
額
利
用
料

・
基
本
利
用
料
２
，０
０
０
円

（
８
月
分
の
み
４
，０
０
０
円
）

・
土
曜
日
利
用
料
５
０
０
円

※�

利
用
の
有
無
に
限
ら
ず
利
用
料
が
発
生

し
ま
す
。

申
込
期
間

　

12
月
４
日
（
火
）
〜
12
月
20
日
（
木
）

申
込
方
法

　

申
込
関
係
書
類
（
利
用
申
込
書
お
よ
び

就
労
証
明
書
な
ど
利
用
要
件
が
確
認
で
き

る
書
類
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

・
子
育
て
健
康
課

・
町
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
各
保
育
園

・
町
立
こ
ど
も
園

※
小
学
校
で
は
受
付
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
対
象
校
（
定
員
）

・
浦
安
小
学
校
（
70
人
）

・
八
橋
小
学
校
（
40
人
）

・
聖
郷
小
学
校
（
40
人
）

・
船
上
小
学
校
（
40
人
）

※�

赤
碕
小
学
校
区
で
は
、
赤
碕
こ
ど
も
園

が
旧
赤
碕
保
育
園
舎
で
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
『
し
お
か
ぜ
ク
ラ
ブ
』
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

（
問
合
せ
先　

赤
碕
こ
ど
も
園　

55
─

０
７
０
８
）

問
合
せ
先　

子
育
て
健
康
課

　
　
　
　
　

52
─

１
７
０
９

「
い
き
い
き
」
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琴
浦
町
営
バ
ス

  

運
転
手  

募
集
！

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
い
！

「
町
民
評
価
員
」
を
無
作
為
抽
出

方
法
で
募
集
し
ま
す

12
月
４
日
～
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す

　

町
で
は
こ
の
期
間
を
「
琴
浦
町
部
落
解

放
週
間
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓

発
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
職

員
や
小
中
学
生
が
啓
発
ワ
ッ
ペ
ン
の
着
用

を
す
る
ほ
か
、
琴
浦
町
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設（
実
施
日
、

場
所
は
お
知
ら
せ
版
記
載
）
や
街
頭
啓
発

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

人
権
標
語
入
賞
作
品
の
発
表

　

東
伯
郡
同
和
対
策
協
議
会
主
催
の
、
平

成
30
年
度
人
権
標
語
の
入
賞
作
品
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
総
出
展
２
，０
３
４
作
品

中
、
琴
浦
町
内
生
徒
、
児
童
の
作
品
か
ら
、

次
の
２
点
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　

優
秀
賞

澤
田
力り

希き

さ
ん
（
東
伯
中
学
校
３
年
生
）

前
田
梨り

菜な

さ
ん
（
八
橋
小
学
校
５
年
生
）

人
権
の
花
運
動

　
「
花
を
育
て
る
に
は
、
水
や
日
光
な
ど
、

花
が
何
を
欲
し
が
っ
て
い
る
の
か
、
見
極

め
、
接
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
気
配
り
や
行
動
は
人
間
同
士
、
友
達
同

士
で
も
同
じ
で
す
。」

　

こ
れ
は
、
花
の
贈
呈
を
行
っ
た
人
権
擁

護
委
員
の
言
葉
で
す
。

　

「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
花
の
世
話
を

通
し
て
人
権
意
識
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
法
務
省
が
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
聖
郷
小
学
校
と
船
上
小
学
校
の

児
童
へ
花
の
苗
や
球
根
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

問
合
せ
先　

人
権
・
同
和
教
育
課
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１
１
６
２

　

琴
浦
町
で
は
、
琴
浦
町
営
バ
ス
の
運

転
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
業
務
内
容
】

　

路
線
バ
ス
の
運
転
（
琴
浦
町
内
）

　

・�

運
行
ダ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
26
人
、
38

人
、
58
人
乗
り
路
線
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

　

・
路
線
は
数
路
線
あ
り
ま
す
。

　

・�

待
機
時
間
は
詰
所
で
待
機
と
な
り

ま
す
。

【
資
格
】

　

大
型
２
種
免
許
（
※
）

※�

大
型
１
種
免
許
・
普
通
免
許
の
み
で

も
応
募
可
能

　

�

必
要
な
免
許
の
取
得
支
援
制
度
が
あ

り
ま
す
（
フ
ル
タ
イ
ム
の
み
）

【
給
与
】

　

規
定
に
よ
る

　

通
勤
手
当
、
各
種
保
険
完
備

【
休
日
】

　

フ
ル
タ
イ
ム

　
　

５
勤
１
休
５
勤
２
休

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム

　
　

週
３
日
程
度
勤
務

【
勤
務
地
】

　

琴
浦
町
内

問
合
せ
先　

日
ノ
丸
自
動
車

26
─

４
１
１
１
（
担
当
：
福
永
）

　

平
成
30
年
度
、
町
で
は
公
共
施
設
に

か
か
る
個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
無
作
為
で
抽
出
し
た
18
歳
以
上
の

町
民
に
案
内
を
通
知
し
、
希
望
さ
れ
る

人
に
「
町
民
評
価
員
」
と
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

今
回
の「
無
作
為
抽
出
方
法
」は
、「
で

き
る
だ
け
幅
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
考
え
か

ら
採
用
し
ま
し
た
。

　

町
民
評
価
員
に
は
、「
公
共
施
設
レ

ビ
ュ
ー
」
と
し
て
実
施
す
る
複
数
の
公

共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
対
し
て
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。
公
共
施
設

レ
ビ
ュ
ー
の
当
日
は
、
有
識
者
と
施
設

担
当
者
と
の
議
論
、
施
設
利
用
者
の
意

見
な
ど
を
聞
き
、
よ
り
良
い
施
設
の
利

用
方
法
、
税
金
の
使
い
方
な
ど
を
「
自

分
ご
と
」
と
し
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え

ま
す
。

　

お
手
元
に
案
内
が
届
い
た
場
合
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

総
務
課　

52
─

２
１
１
１

な
く
し
た
る　

僕
の
言
葉
で

そ
の
い
じ
め

な
ぜ
や
る
の　

自
分
が
さ
れ

た
ら　

い
や
な
の
に

聖
郷
小
学
校

船
上
小
学
校
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琴浦町元旦マラソン＆
ウォーキング大会

　健康を祈願しながら家族や仲間
と「新年の初めの一歩」を踏み出
しませんか？「元気に歩こう琴浦
を！」正月編と合同で開催します。
（無料・申込不要）
と　き　１月１日（火）

受付９:00　開会式９:15
東伯会場  受付：総合体育館前
ウォーキングの部は大

たい

元
げん

神社に参
拝します。
・マラソンの部（１㎞、３㎞、５㎞）
・ウォーキングの部 （2.2㎞）
赤碕会場  受付：役場分庁舎前
初詣を兼ね天

あ め の か ん な び

乃神奈斐神社と神崎
神社（マラソンの部は亀崎神社も）
に参拝します。
・マラソンの部（５㎞）
・ウォーキングの部（3.5㎞）

大人も参加できるスキー＆
スノーボード教室

　初心者から、各レベル別に体協
スキー部員が適切に指導します。
と　き　１月26日（土）
　　　　７:40～17:00
集　合　
　７:40　総合体育館玄関前
　８:00　農業者トレーニングセンター
ところ　大山桝水高原スキー場
　　　　（マイクロバスで移動）
参加費　大　人1,000円
　　　　子ども　500円
レンタル料　�スキー・スノーボー

ド 3,500円
※昼食代、リフト代が別途必要。
定　員　�スキー30人、スノーボー

ド20人
申込締切　１月10日（木）まで
※教室で指導協力
　してくださる人
　募集中!!

「元気に歩こう 琴浦を！」
in 赤碕

　潮風を感じる初心者向けの5.1
㎞コースです。ノルディック
ウォークの指導も行います。
と　き　12月９日（日）
　　　　受付９:10、開会９:30
　小雨決行・荒天中止（放送有）
集合場所　�塩谷定好写真記念館前

駐車場
コ�ース　塩谷定好写真記念館前駐
車場─花見潟墓地─鳴り石の浜
─神崎神社─出発点

持�ち物　飲み物・タオル・帽子・
飴・雨具・ノルディックポール

送迎バス　役場本庁舎９:00発
　　　　　役場分庁舎９:10発
その他　無料・申込不要

体育施設夜間利用調整会
（１・２・３月分）

　１・２・３月に利用されるチーム
の代表者は必ず出席してください。
と　き　12月19日（水）18:00～
ところ　総合体育館　会議室
対�象施設　総合体育館、東伯勤労
者体育センター、町内各学校の
体育館およびグラウンド

新春フットサル大会

と　き　１月13日（日）９:00～
ところ　総合体育館
部　門　・オープンクラス
　・ミックスクラス（常時女性２名以上）
申込締切　12月７日（金）
代表者会　12月13日（木）

19:30～総合体育館会議室

武道館鏡開き

と　き　１月６日（日）９:30開会
ところ　総合体育館
　剣道・空手・柔道など武道関係
者はご参加ください。

熱き戦いに幕！
琴浦町ナイター野球リーグ大会終了

　毎年恒例となっている、琴浦町
ナイター野球リーグ大会を開催し
ました。
　今年の大会には11チームが参
加。選手の皆さんは、５月19日
から10月20日までのおよそ５カ
月間、熱戦を繰り広げました。
　主な成績は以下のとおりです。
（敬称略）
１部（５チーム参加）
優　勝　育英B・B・C
準優勝　S・W・A・T
２部（６チーム参加）
優　勝　日本海新聞赤碕　
準優勝　チュウブ
最優秀選手賞
１部　和田見一馬（育英B・B・C）
２部　平野慶助（日本海新聞赤碕）

総合体育館トレーニングルーム
をご利用ください

　寒い時期になりました。トレー
ニングルームで身体を動かしませ
んか？
【利用時間】
月・水・木・金・土曜

８:30～22:00
日曜　８:30～17:00
（火曜日休館）
※窓口で要受付
【利用料】町民１回100円（年会
費3,240円）
【持ち物】運動しやすい服装、屋
内用シューズ、飲み物、タオル
※高校生以上から利用できます。
【12月のトレーナースケジュール】
谷川アスレティックトレーナー
（水）５日・12日・19日・26日
� 15:30～18:00
（土）15日� 15:30～19:30
町民トレーナー
（木）13日� 13:00～16:00
（木）20日� ９:00～12:00
（金）14日・21日�14:00～17:00
※�日程など、変更になる場合があ
ります。

各種大会・教室の申込・問合せ先
総合体育館　 52-2047
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催しもの

第４回カウベルミュージック
フェスティバル

　鳥取県にゆかりのある演奏家が
集まる音楽イベント！
　POPS、Jazz、クラシックなど
さまざまなジャンルの演奏が楽し
めます。
と　き　12月９日（日）開演14:00
ところ　カウベルホール
料　金　一般1,500円、学生500円
　　　　（未就学児入場無料）
問�合せ先　カウベルミュージック
フェスティバル実行委員会事務局
　 090-1011-8055

第７回障がいフォーラム　中部あいサポートフェスタ2018
～ふれあい、ささえあい、心あたたかい地域をつくろう～

　さまざまな催しを通して、障が
いに対する理解を深め、１人ひと
りが自分らしく暮らしていける地
域を目指しています。鳥取県住み
ます芸人「ほのまる」さんも参加
します。気軽にご来場ください。
と　き　12月９日（日）
　　　　10:00～15:00
ところ　倉吉未来中心
　　　　アトリウム
内�　容　ステージパフォーマン
ス、出店販売、ワークショップ、
作品展示など

問合せ先　福祉あんしん課
　　　　　 52-1706

寿大学一般教養コースの開催

と　き　12月21日（金）
　　　　14:00～15:00
ところ　分庁舎 多目的ホール
講　師　谷川　哲也さん
　　　　（アスレティックトレーナー）
送迎バス　�12月10日（月）まで

に申込
問合せ先　社会教育課 52-1161

町営住宅などの入居者募集

●募集の住宅
町営住宅
　一里松団地２戸
　東伯団地２戸
　浦安団地１戸（事故住宅）
特定公共賃貸住宅　　
　とうはくハイツ１戸（単身向）
その他
　コーポラスことうら２戸
●入居の条件
町営住宅
　�月額所得158,000円を超えないこと。
　同居親族があること。
特定公共賃貸住宅
　�月額所得158,000円以上487,000円以下。
共通　住宅に困窮していること。
　　　税などの滞納がないこと。
　　　暴力団員でないこと。
●家賃（月額）
一里松団地� 19,700円～29,500円
東伯団地� 15,900円～23,700円
浦安団地� 15,800円～23,500円
とうはくハイツ� 単身向 25,000円
コーポラスことうら� 18,000円

募集期間　12月３日（月）～14日（金）
抽選日時　12月25日（火）午前９時～
入居可能日　１月７日（月）予定
　　　　　　※入居手続き完了後
申込・問合せ先
　建設課　 55-7805

放送大学４月入学生募集

　放送大学はテレビやインター
ネットなどで授業を行う通信制の
大学です。約300科目の分野から
好きな科目を選んで自由な時間に
学習できます。
出願期間　12月１日（土）～３月17日（日）
大学説明会・入学相談会
と　き　１月６日（日）、２月９日（土）
　　　　13:00～16:00
ところ　倉吉交流プラザ
問�合せ先　放送大学鳥取学習セン
ター　 0857-37-2351

第５回カンガルーの
ポケットコンサート開催

　０歳から楽しめるファミリーコ
ンサートです。寝ても、泣いても
大丈夫。本格的なコンサートを家
族で楽しく鑑賞できます。
　出演は鳥取県内で活躍するクラ
シック演奏家集団「Meary’s（メ
アリーズ）」、特別出演「響け！カ
ウベル合唱団」です。ぜひお越し
ください。
と　き　12月23日（日）開演10:30
ところ　カウベルホール
料　金　800円
問�合せ先　NPO法人花本美雄文
化振興会　 090-1011-8055

募　集
陸上自衛隊高等工科学校生徒、
自衛官候補生の募集について

募集区分
・陸上自衛隊高等工科学校生徒
・自衛官候補生
受付期間
・陸上自衛隊高等工科学校生徒
　11月１日～１月７日
・自衛官候補生
　12月17日～１月18日
応募資格
・陸上自衛隊高等工科学校生徒
　�男子で中卒（見込含）17歳未
満の人
・自衛官候補生
　18歳以上33歳未満の人
問合せ先　自衛隊倉吉地域事務所
　　　　　 26-2900

♬
♩ ♫

ことうら 2018. 1215

インフォメーションInformation



案　内
建物の新築（増築）、取り壊し

の際はご連絡ください

（1）新築（増築）の場合
　税務課へご連絡ください。
　平成30年１月２日から平成31
年１月１日に建築された建物は、
平成31年度から固定資産税が課
税されます。
（2）取り壊しの場合
　本年中に建物（家屋）を取り壊
した人は、平成31年１月31日ま
でに届出てください。
　○届出に必要なもの
　　印鑑、家屋滅失届出書
　※�登記のある家屋については、
法務局で滅失登記の手続きを
行ってください。滅失の届出
では、滅失登記はできません。

届出・問合せ先
　税務課　 52-1702

12月1日は世界エイズデー

　現在もHIV感染者・エイズ患者
の発生報告が継続しています。
　感染を早期発見するため、HIV
（エイズ）などの検査を無料で行っ
ています。ぜひご利用ください。
●定例検査（要予約）
HIV、性感染症（クラミジア・梅毒）
　毎月第１・３水曜日（祝日を除く）
　　13:00～14:30
B・C型肝炎、風しん抗体価検査
　毎週水曜日（祝日を除く）
　　13:00～13:30
●休日・夜間検査（要予約）
HIV、性感染症、B・C型肝炎、
風しん抗体価検査
　12月２日（日）13:30～15:30
　12月５日（水）17:30～19:00
※�HIV・性感染症検査は匿名で行います
※�検査は無料です（風しん検査は妊
娠を希望する女性などのみ無料）

ところ・問合せ先
　倉吉保健所　 23-3145

一向平キャンプ場冬季閉鎖

　下記の期間中、降雪のためキャ
ンプ場の営業を休止します。
と　き　12月１日（土）
　　　　～平成31年４月上旬
ところ　一向平キャンプ場
問合せ先　商工観光課　
　　　　　 55-7801

鳥取県最低賃金
10月５日改定

時間額　762円
　業種や規模および常用・臨時・
アルバイト・パート・嘱託などの
雇用形態や呼称にかかわらず、県
内の事業場で働くすべての労働者
に適用されます。
問�合せ先　鳥取労働局労働基準部
賃金室　 （0857）29-1705

労働保険の加入手続きは
お済ですか

　法人・個人を問わず事業主の方
は、正社員、パート、アルバイト
といった雇用形態に関わらず、一
人でも雇ったら労働保険に必ず入
らなければいけません。
　加入手続きをされていない事業
主の方は、速やかに手続きをしま
しょう。
問�合せ先　鳥取労働局　労働保険
徴収室　 （0857）29-1702

不正ガソリンに関する
情報をお寄せください

　こんなときには、すぐにお電話
ください。
◎�ガソリンに何か混ぜて販売して
いる噂を聞いた。
◎�ガソリンを給油してから、車の
調子がおかしい。
◎�ガソリンの給油時に、変なニオ
イがした。

連絡先
広島国税局 『不正ガソリン110番』
　 0120-283-110
　（広島国税局　消費税課）

源泉所得税および復興特別所
得税の納期限について

　源泉徴収義務者が支払った給与
などから源泉徴収した所得税およ
び復興特別所得税の納期限は次の
とおりです。
（�1）納期の特例の承認を受けて

いない場合
　�給与などを支払った月の翌月
10日まで

（�2）納期の特例の承認を受けて
いる場合
　１月から６月の給与などの支払

…７月10日まで
　７月から12月の給与などの支払

…翌年の１月20日まで
　最寄りの金融機関または所轄の
税務署の窓口で納付してくださ
い。
＊�納期限までに納付がない場合に
は、加算税や延滞税を負担しな
ければならないことがありま
す。
＊�納付税額がない場合であって
も、税務署に所得税徴収高計算
書を提出してください。

問合せ先
　倉吉税務署　法人課税部門
　 26-2721（代表）

小規模企業共済制度

　個人事業主（共同経営者含む）・
会社などの役員が事業を廃止した
場合などに備えて、あらかじめ資
金を準備しておく共済制度で、「小
規模企業の経営者のための退職金
制度」といえます。また、掛金が
全額所得控除となるため節税効果
があります。（独）中小企業基盤
整備機構が運営し、商工会、青色
申告会、金融機関の本支店などの
窓口で取扱いしています。
共済相談室
　 050-5541-7171
　（平日：９:00～18:00）
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　年末年始の琴浦町営バスおよび広域路線バスの運
休となる便は下表のとおりです。１月１日（火）か
ら３日（水）は土日祝ダイヤで運行し、１月４日（木）
から平常運行します。
　上中村線デマンドタクシーについては、年末年始
も平常運転します。
問合せ先　日ノ丸自動車　㈱倉吉営業所
　　　　　 26-4111

施設名など 年末年始
休業期間 担当課

役場業務 12月29日㈯
～１月３日㈭ 総務課

まなびタウンとうはく 12月29日㈯
～１月３日㈭ 社会教育課

琴
浦
町図

書
館

本館 12月29日㈯
～１月３日㈭ 社会教育課

赤碕分館 12月29日㈯
～１月３日㈭ 社会教育課

カウベルホール 12月29日㈯
～１月３日㈭ 社会教育課

総合体育館 12月29日㈯
～１月３日㈭ 社会教育課

農業者トレーニング
センター

12月29日㈯
～１月３日㈭ 社会教育課

各地区公民館 12月29日㈯
～１月３日㈭ 社会教育課

東伯・赤碕
文化センター

12月29日㈯
～１月３日㈭

人権・同和教
育課

町立小学校・中学校 12月22日㈯
～１月６日㈰ 教育総務課

町立保育園・こども園 12月29日㈯
～１月３日㈭ 子育て健康課

私立保育園・こども園
（みどり・赤碕）

12月30日㈰
～１月３日㈭ 子育て健康課

し尿汲み取り業務 12月29日㈯
～１月６日㈰ 町民生活課

ごみ収集業務 １月１日㈫
～１月３日㈭ 町民生活課

琴浦斎場 １月１日㈫ 町民生活課

就学援助制度

　就学援助制度とは、小学生・中学生がいる家庭の
中で、失業や家族に病気、災害、その他経済的な理
由により就学にお困りの場合に、学用品や給食費な
どの一部を援助する制度です。
　この制度の利用を希望される場合は、教育総務課
または就学先の小学校・中学校にご相談ください。
問合せ先　教育総務課　 52-1160

期日

路線名
平成30年

12月31日（月）
平成31年１月１日（火）～３日（木）

東
伯
線

上
り

（野田）
18:11⑱便
以降運休

（三本杉上）
始発から9:51⑦便まで運休、
野井倉発17:56⑰便以降運休

下
り

（浦安駅）
18:10⑱便
以降運休

（浦安駅）
始発から9:26⑥便まで運休、
アプト前発17:15⑯便以降運休

船
上
山
線

上
り

（船上山）
18:19⑦便
運休

（船上山）
始発から7:21②便まで運休、
17:20⑥便以降運休

下
り

（赤碕中学校）
18:52⑦便
運休

（赤碕中学校）
始発から9:29②便まで運休、
17:46⑥便以降運休

琴
浦
海
岸
線

上
り通常運行

（赤碕車庫）
7:59①便、17:15⑤便運休

下
り通常運行

（二軒屋）
8:45①便、17:58⑤便運休

倉
吉
駅
～
赤
碕
駅

上
り

（赤碕駅）
平日ダイ
ヤ平常運
行

（赤碕駅）始発から9:49便ま
で運休、14:51便運休、およ
び16:49便以降運休

下
り

（倉吉駅）
平日ダイ
ヤ19:05便
運休

（倉吉駅）始発から9:05便ま
で運休、13:35便・16:25便運
休、および17:57便以降運休

年末年始の路線バス運行 公共施設などの年末年始休業期間
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こ
ん
に
ち
は
！
あ
つ
み
ん
で
す
。
四
月
、
琴
浦
町

に
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
季
節
が
春
か
ら
冬
へ
と
移
り
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
寒
く

な
っ
て
い
く
と
思
う
と
…
琴
浦
の
冬
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
か
不
安
で
す
。

　

さ
て
、
実
は
春
か
ら
ず
っ
と
胸
に
秘
め
て
い
た
ん

で
す
が
、
琴
浦
に
来
て
残
念
な
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
国
際
交
流
員
さ
ん
が
い
な
い
こ
と
で

す
（
泣
）。

　

私
は
韓
国
語
を
独
学
で
勉
強
し
て
い
て
、
大
学
時

代
は
日
韓
関
係
に
関
す
る
書
籍
に
も
文
章
を
載
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
く
ら
い
日
韓
交
流
に
関
心

が
あ
り
ま
す
。外
国
語
学
習
自
体
も
と
て
も
好
き
で
、

ロ
シ
ア
語
や
中
国
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
な
ど
も
か

じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
琴
浦
町
に
来
て
か
ら
な

か
な
か
国
際
交
流
に
触
れ
て
い
な
い
（
自
分
で
イ
ベ

ン
ト
を
見
つ
け
た
り
参
加
し
た
り
で
き
て
い
な
い
）

の
で
、
も
し
も
そ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会
な

ど
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
誘
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

韓
国
語
は
初
級
～
中
級

レ
ベ
ル
な
の
で
全
く
韓
国

語
を
知
ら
な
い
人
向
け
の

ハ
ン
グ
ル
の
勉
強
会
な
ら

私
で
も
開
け
る
か
な
？
考

え
て
み
よ
っ
と
！

毎月シリーズで、
隊員たちの日常をお届けします。

協力隊！
じゃナイトスクープ

テッテッテ
レ♪地域おこし協力隊活動日誌vol.32

・入 隊 日：平成30年４月～
・生年月日：1995年６月６日
・出　　身：長崎県対馬市
・特　　技：イラスト・デザイン
・愛　　称：あつみん
・一　　言：カレーにはさんまの蒲焼を
　　　　　　入れますよね？

プロフィールプロフィール

イラストデザイン　久和温実

「からだづくり」の取り組み　　　

朝のスポーツタイム
～継続は力なり～

　八橋小では、朝「スポーツタイム」
を設定しています。４年生以上の児
童は、体育委員会のリードでウォー
ミングアップを始め、その後、５分
間走･基本となる動きづくりなどで
汗を流します。短時間の運動ですが、
継続することで効果が見られます。

外にでようデイ
　毎週火曜日の昼休憩は
「外にでようデイ」と名
付けて外遊びを奨励して
います。外に出た子ども
たちは、自分たちで遊び
を見つけ出しました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

児童の主体性を活かす
体育学習の工夫
　体育学習は、子どもた
ち自ら主体的に活動でき
る場づくりが求められま
す。職員もそれに向けた
研修の場をもちました。
（表現運動）

八橋小

▲柔軟性の課題に向けて取り組み
　を始めたストレッチ体操の様子
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【サービスの内容】
　自治会などからの要望に応じて、認知症の正しい
理解と予防のための講話と、介護予防体操、頭の体
操などの出張教室を行っています。
　講話の他に、もの忘れの検査も行えますので、認
知症の早期発見にもつながります。

【対 象 者】
　琴浦町在住の人

【会　　場】
　町内地区公民館、各部落公民館、文化センターなど

【利 用 料】
　無料

【申込・問合せ先】
　福祉あんしん課
　 52-1525　　 52-1524

わが町の福祉サービス

シリーズ

Vol.8 ひらめきはつらつ教室

ここでは高齢者を対象とした
福祉サービスを紹介していきます。

琴浦町公式フェイスブック
“ いいね ” お願いします
アカウント名：琴浦町
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「ここから、これから」
佐

ささき

々木 恒
こうすけ

輔さん　44 歳（八橋）

獣医とアスリート 
　10月に静岡県で行われた「2018全日本自転車競技選
手権大会マスターズ」に出場し、１㎞タイムトライア
ルで見事優勝に輝いた佐々木さん。
　普段のお仕事は家畜の獣医。その傍ら、自転車競技
の練習や大会に参加できるのは、仕事で関わる農家さ
んの理解があったからとのこと。
　北海道で生まれ育ち、14年前に鳥取県に移住、７年
前に琴浦町へ引っ越してこられました。「鳥取県では、
美味しくて新鮮なものが食べられる。家の近くの総合
体育館には、アスリートとしても、健康増進としても
利用できるトレーニングルームがある。」琴浦町は、ス
ポーツをする環境がとても良いそうです。
　最近は、若い頃に比べて疲労がとれにくくなってき
たことが悩みのタネ。総合体育館で筋力トレーニング
をしながら、アスレティックトレーナーの谷川哲也さ
んに食事やトレーニングについて相談できることがと
ても心強いそうです。

次の目標へ
　2021年には、倉吉市の自転車競技場を主会場として、
世界最大の国際総合競技大会ワールドマスターズゲー
ムズが行われます。「一度、自転車競技を見てほしい。
かっこいいから」と話す佐々木さん。今後は、自転車
競技にも注目です！

発
見くひと　輝

あなたの周りの素敵な人を紹介します

発行：琴浦町　編集：企画情報課　〒689-2392　鳥取県東伯郡琴浦町徳万591-2　TEL （0858） 52-2111（代表） FAX （0858） 49-0000
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あなたの周りの輝く人をご紹介ください
　ボランティア活動をしている人、地域のために
がんばっている人、あまり目立たないが広く知っ
て欲しい人、未来に向けて輝くひとなどを募集し
ています。

問合せ先　企画情報課　 52-1708

題となっていました。古代の歴史書である「続
しょく

日
に

本
ほん

紀
ぎ

」には天
てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

七年（763年）９月１日の天皇
の命令の中に「疫死多数、水旱不時。神火屢至、徒
損官物。此者、国郡司等、不恭於国神之咎也。」と
あり、当初は原因が分からず神罰や天災によるもの
と考えられました。ところが、調査の結果、役人達
の横

おう

領
りょう

の隠
いん

蔽
ぺい

やライバルの役人の失脚を狙い、わざ
と倉庫に火をつけたことが分かりました。
　大高野官衙遺跡でおこった火災も「神火」による
ものと考えられます。大高野官衙遺跡は重要な倉庫
が置かれた場所であった一方で地方役人の汚職や権
力闘争の舞台となった場所でもありま
した。

燃えた倉庫のなぞ
　大

おお

高
たか

野
の

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき

からは炭になったお米と熱をうけ
て赤くなった柱の土台の石が見つかっており、遺跡
にあった倉庫群が火事によって燃えたことが分かっ
ています。では、どうして倉庫は燃えてしまったの
でしょうか。
　実は奈良時代の終わりから平安時代にかけて全国
で役所の倉庫が不審火により燃える事件が多くおき
ます。この不審火は「神

しん

火
か

」と呼ばれ当時の社会問

斎
さいのお

尾廃寺跡・大
お お た か の か ん が

高野官衙遺跡

遺跡から発見された　
炭になったお米→


